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ほんじょう・まさと

著者略歴:１９６５年神奈川県生まれ。明治学院大学卒業。産経
新聞入社後、産経新聞浦和総局を経て、その後サンケイスポー
ツで記者として活躍。退職後、２００９年『ノーバディノウズ』が松
本清張賞候補となり、デビュー。同作でサムライジャパン野球文
学賞受賞。２０１６年『トリダシ』が大藪春彦賞候補、吉川英治文
学新人賞候補に。２０１７年『ミッドナイト・ジャーナル』で吉川英
治文学新人賞受賞。２０１８年『傍流の記者』が直木賞候補に。
他の著書に『英雄の条件』『監督の問題』『時代』など。

【あらすじ】チェルノブイリ原発事故から１年――1987年4月、東洋新聞の記者・土井垣侑（どいがきたすく）

が特派員としてモスクワに降り立った。当時のソ連はペレストロイカ政策が進められていたが、記者はソ連
政府の管理下でしか取材をすることができず、しかも本社からは当局を刺激しないよう「特ダネ禁止」を言
い渡されていた。そんな状況に不満を抱いた土井垣は、独自ネタを拾おうと精力的に街へ繰り出す。だが、
ソ連政府は一記者にまで監視の目を光らせていて……。

著者インタビュー、書評などご検討ください！
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今
晩
、
ク
レ
ム
リ
ン
の
旗
が
降
り
る
ぞ
。

こ
の
日
の
夕
方
、
一
人
の
ウ
ォ
ッ
カ
友
達
が
そ
う
教
え
て
く
れ
た
。
炎
の
よ
う
に
赤
い

地
に
金
色
の
星
と
、
鎌
と
槌
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
巨
大
な
社
会
主
義
国
家
「
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
」
を
象
徴
す
る
赤
旗
、
そ
れ
が
降
ろ
さ
れ
る
と
い
う
の
だ
。
土
井
垣
は
そ
の
シ
ー
ン
を
、

日
本
か
ら
応
援
に
来
て
く
れ
た
二
人
の
同
僚
、
そ
し
て
妻
の
咲
子
と
一
緒
に
見
た
い
と

思
っ
た
。
み
ん
な
で
歴
史
的
瞬
間
に
立
ち
会
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
に
焼
き
つ
け
る
。
そ
れ

が
将
来
の
東
洋
新
聞
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
る
。

（
本
文
よ
り
）

まだ本城雅人の面白さを知らないなんて、もったいない！担当編集者

『ト
リ
ダ
シ
』を
横
山
秀
夫
さ
ん
が
絶
賛
し
、

『ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
・ジ
ャ
ー
ナ
ル
』で
吉
川
英
治
文
学
新
人
賞
、

『傍
流
の
記
者
』が
直
木
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
し
た

本
城
雅
人

が
満
を
持
し
て
放
つ

ソ
連
崩
壊
前
夜
、
世
界
的
ス
ク
ー
プ
を
連
発
し
た
日
本
人
特
派
員
の
物
語
。
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